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■Profile 

2015年 8月に高知で開催された「IYEO

第 30回全国大会（高知大会）」実行委員長

を経て、2016年 4月から KOCHI IYEO

会長。青少年育成団体組織マネジメントとし

て「青少年ファーストメソッド」を導入し、

内閣府青年国際交流事業（地方プログラム）

の受入や青少年リーダー育成を目的とした

YOUTH FORUMの開催など青少年を対象

としたリーダー育成研修プログラムを企画・

実装しています。  

 

■人生は誰にもわからない 

教育関係の仕事をした人なら「進路」という

言葉に敏感なはずです。校長も教員も究極の

保護者対応は「進路」の保証だからです。 

ところが、人はいつしか思い描いた進路とは

違う道を歩き始めます。出会いや別れ、現実

（家庭や学力の制約）と夢との乖離、まさか

というアクシデントが「どうしようもない」

という「壁」となって人生に立ちはだかるか

らです。 

人はそんな「人生の壁」を前に、諦めたり、

挑戦したり、もがいたり、克服したりしよう

とします。そして、それらのすべてが人生を

豊かにすることを、小さな体験を積み重ねな

がら学んでゆきます。 

「人生は誰にも分らない」 

たしかに。 

問題はその事実よりも、「その事実がいかに

素晴らしい人生を創造するのか」という、 

もう一つの現実を受入れ、「そう思える人生

を自らが発見し、歩み続けることができるの

か」だと思います。 

 

■誰かのメンターになる 

青少年は、多感で移り気、コスパやタイパを

意識しながらシビアな評価を遠慮なく大人に

下します。YOUTH FORUMにしても同じ

です。収穫がない、面白くないと 2回目の

参加は期待できません。 

青少年は目の前の大人を直感で評価します。

目の前の大人は、自分にとって良い大人か、

それとも良くない大人か、というシンプルな

基準です。学歴や地位、収入や経歴は無関係

です。そこに青少年育成活動の厳しさと素晴

らしさがあります。      

美良布を流れる物部川（180度回転写真） 

 

YOUTH FORUM を含めKOCHI IYEOの

交流イベントではアンケートをとりません。

必要な声は、必ずスタッフを通して上がって

くるということもありますが、一番の理由は

私たちの成果が評価に馴染まないからです。

「誰かのメンターになる」 

これが、私が求める成果です。 

大学生は高校生の、社会人は大学生や高校生

の少し上のお兄さんやお姉さんになります。

「こんなお兄さんやお姉さんになりたい」と

後輩に慕われ、尊敬される大人になることが

最終目標であり、成果です。 

 

■YOUTH FORUM 100 and 30 

一般に交流イベントは参加者が 100人を超

えると研修効果が下がると言われています。

実は、YOUTH FORUMも 2019年までは

220人を超える国際交流イベントでした。 

理由は、YOUTH FORUMが 430人参加

の IYEO全国大会（高知大会）をベースに

アレンジされていたからです。 

変革の嵐は 2020年から吹き始めました。

オンラインツールと DXの普及が始まり、 

2022年には「オンライン×対面」交流が生

まれ「今、ここにしかない交流空間の創造」

は新たなステージに入りました。 

KOCHI IYEOは、2025年を「新 KOCHI 

IYEO創造年」とし、新 FORUM「YOUTH 

FORUM 100 and 30」を始動させます。

定員は、研修効率が高い 100人と 30人。

本人が希望すれば、中学生から熱意と実力に

応じてスタッフポジションが与えられます。

大学生や社会人スタッフと「今、ここにしか

ない交流空間の創造」を共創しましょう。  

  

■今、日々思うこと 

私は、香美市美良布で生まれました。実家は

旧商店街の真ん中で、銀行と商工会館、役場

と農協に囲まれた饅頭屋でした。当時（昭和

30年代）は人も多く、呉服屋やパチンコ屋

が 2軒と映画館までありました。秋祭りは

御旅所の神明宮と大川上美良布神社を往復す

る「オナバレ」（神幸行列）が盛大で、鳥毛 

・羽熊、練り込みや浦安の舞姫、みちきり、

棒打ち、碁盤振りと呼ばれる老若男女が町内

を練り歩き、商店街は見物客であふれていま

した。 

私は、そんな思い出が宿る美良布の街並みと

周辺の風景が大好きで、時間があれば物部川

流域を訪ね、「時」を散歩しています。 

日々やるべきことに限りはありません。 

全国紙に目を通し、録画した国際ニュースや

時事討論番組を 2倍速で見ながら朝ドラや

トレンディドラマにもハマる。 

いやいや、一般教養書の読書とふりかえりの

時間こそが大切。勿論、KOCHI IYEO活動

と少しの仕事も。 

でも、なぜかその先には何もありません。 

人とは、素晴らしく、そういう存在です。 

はて？なるほど…… 

ただ古里の自然はいつも穏やかで美しい。 
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